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 要 旨   

 

目的： 

ストレスと飲酒行動の関係については様々な研究がなされているが、その因果関係を担う神

経細胞の基質や神経伝達物質の動態についてはまだ明らかになっておらず、これを明らかに

することを目的とする。 

 

方法： 

ノルエピネフリン（NE）放出の相動性および持続的な放出動態が飲酒行動をどのように制御す

るかを検討するために，ラットを対象に青斑核の NE活動を光遺伝学的に操作した。 

 

結果： 

低周波と高周波の刺激で青斑核 NE 回路が活性化されると、対照的な行動が見られた。具体的

には、標準的なオペラント飲酒試行で持続性の刺激を与えると飲酒量が増加し、逆に相動性の

刺激を与えると飲酒量が減少した。さらに、レバーを押す反応が強化されない消去試行では、

持続性の刺激を与えてもアルコールを求める行動に有意な変化は見られなかった。しかし、相

動性刺激はレバー押し回数を大幅に減少させ、アルコール探索行動の減少を示した。 

 

結論： 

ストレスと飲酒量の増加には相関関係があることが知られているが、本研究では、持続性青斑

核 NE活動が、ストレスに伴う飲酒量の増加に因果関係を示す初めての証拠を得た。 

 


